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取り立て副詞“就”の音調と意味

李智麗

はじめに

取り立て機能を持つm;ij詞“就”によって取り立てられる要素は語の並びだけからは確定することが

できない。コンテキストが不明で音調の'晴報がない場合、“就”を含む文の意味は暖1床である。従来

の研究では、重音（アクセント）が副詞“就”の意味解釈とどう関係するかに注目したものが多い。

(亜音が付加される意味的な単位を亜音句と呼び、以下では下線を引いて示す｡）例えば：

(1)a・他就亜苛句要了三ﾘKm汗句票。

彼は三枚の切符しか取らなかった。

b.他亜音句就要了三碓票。

彼だけで切符を三枚も取った。

c，他一ｲ､人爪青ｲﾘ就要了三張票。

彼一人だけで切符を三枚も取った。呂叔湘( 2 0 0 3 ) ' , p p . 2 1 2

上記用例(la)では、砿音が副詞“就'’と数駄詞“三ﾘrの両方に置かれ、(la)は「三枚しか取ら

なかった」の意味解釈になり、一方、(lb)が示すように、重音を“就”の前の語句“他”に付加す

れば、(lb)は「彼だけで」という意味に解釈される。これまでの先行研究では、重苦の位世が“就”

の意味解釈に関わっていることに注目してきた。しかし、例(la)における“就”と“三派”の両方

に付加される重苦はそのレベルが違う。本稿は特に、従来の研究の中ではあまり扱われてこなかった

亜音のレベルに着目し、“就”の意味との関係を明らかにする。

さらに、(lb)について、呂叔湘(2003)は「“就”は!怪く読む」と指摘しているが、“就”だけが

'I雛く読まれるのではない｡本稲では“就”の後にポーズがなければ、重音より右側の要素“就要了三

ﾘK栗”も通常の発音より短くかつ弱く発音されることを指摘する。また、重音が“一ｲ、人”（例1c)

に付加されても、“他”（例lb)に付加されても、文の意味には変わりがない。重音は“就”を含む文

の意味解釈に重要であるが、亜音が付加されていない部分にも特徴的な音声がある。本稿では以上の

事実に基づき、どの部分が弱いのか、ということも“就”を含む文の意味に重要な役割を果たしてい

ると主張する。その際、「取り立てスコープ｣、「弱化」及び「韻律フレーズ」という概念を導入し、

意味解釈の仕組みを分析する。

先行研究

副詞“就”が含まれる文に「暖味性」が生じること、及び亜音がこの暖昧性を解消するのに有効な

方法であることを多くの学者は指摘している。“就”はその後の数量詞を取り立てる場合、“就”だけ
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に亜音が付加される説（｢現代波i門八百同』')と“就”のみならず、その後の数危詞にも重音が置か

れるという見方（孟凡鈴（2008)）に分かれている。本稿は“就”にも血脊が慨かれるということを

例示し、血音に提案されているさまざまな種類を整理する。

また、“就'’はその前の数iit詞を取り立てる場合、“就”を先行する数M-詞に飯音が付加され、“就”

は「I隆読」（催く発音されるという怠味）されると『現代汲滴八百i『1』に,'Fいてあるが、「軽読」とは

一体どういう意味なのかに関する説Iﾘlは十分とはいえない。本稿は亜音が付加されていない部分にも

特徴的な汗声があることを指摘する。

tt'J詞“就”の意味と斉頗、特に「亜脊」との関係について詳細に述べている論文には徐以中・楊亦

>!&(2010)、陳雅(2003)等が見られる。陳氏は初めて“就”に関わる「維紺亜脊」(Logicalstress

論理的強勢)2にはいくつかのレベルのものがあると指摘し、これまで“就”の意味と発音に関する

研究を大きく発展させた。この研究を踏まえて、徐氏と楊氏は音声実験を行い、「重音」の音声特徴

を掘り州し、陳氏の研究を発展させた。徐以中・楊亦鳴(2010)の研究によれば:(下付き文字は重

音の種類、下線は重汗の範l淵を示す｡）

(2)a.我就次爪汗去他『n商那ﾉL・

私は（他の所に行かず)、彼の所だけに行く。

b.我就ﾘｵ亜音去他那ﾉL◎

私はすぐに彼の所に行く“

c我就爪瀞去他那ﾉL･

私は意地でも彼の所に行く。

例(2a)では、WW河“就”は“ｲﾇｲ又''、“只'’と置き換えることができ、1:1的地を“他那ﾉL"(彼の

ところ）のみに限定する。この場合、焦点の“他”は重音が付加される場所であるが、“就”も強く

読まれる。ただ、焦点の‘‘他”より砿肖のレベルが弱く感じられる。陳氏はこれを「次重音」と呼ん

でいる。一方、例(2b)では、“就”は時間副詞で、「すぐに」という意1床を表し、“就”が単独で焦

点の働きをする。例(2c)では、“就”は断固とした「意地でも」という強い語気を表すため、例(2b)

の‘‘枕”より強く発音される。例(2b)の“就”は比較して弱く発音されるため、「弱重音」と呼ん

でいる。しかし、徐氏と楊氏の研究では、範囲副詞“就”には「範囲を限定」の“就”と「少量を強

調する」の“就”に分けられ、それぞれの「羅輯重音」が異なることについては言及していない。

研究目的と本稿の構成

副詞“就”が含まれる文に「暖昧性」が生じるのは“就”が取り立て詞で、取り立てスコープの位

置により、文の;意味が異なってくるからだ。「重音｣、「弱化」が文の意味決定に深く関わっている。

本柚は“枕”を含む一見暖昧な文が、実際の発話の中でスコープの特定をある程度可能にする特徴を

もつことを汗響的な面から明らかにする。

本棚の榊成は以下のとおりである。まず第一章で、現代中国語のmM"就'’の用法と意味を扱った

先行研究を検討し、範囲を限定する“就”は「範囲限定｣、「少ht強洲」の二つのパターンに分かれる

ことを提案し、新たな分析を試みることにする。また、取り立てスコープという概念を取り入れ、こ

の二つのパターンの“就”の相違を考察する。第二章では、“就”が含まれる|司音異義文において、

重音の位瞳、レベルが文の意味決定にどう関係しているかの解釈を試みる。さらに、第三章では、
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｢弱化」及び「韻律フレーズ」という概念を導入し、“就”を含む文の音声的特徴から、語意の限定・

区別を試みる。

1．“就”の意味と取り立てスコープ

1-1．“就”の意味と分類

現代中国語の“就”は極めて使用頻度が高く、重要な単語の一つである。“帆”は主に副詞として

用いられるが、その他に、接統制、勤詞の機能も存在する。本棚は“就”の発汗と緊密な関係を有し

ている“就”の副詞の川法に焦点をあてる。現代中国語のfcVJ詞‘‘就”に関する研究は数多くある。代

表的なものとしては、陳雅（2003)、徐以中・楊亦鴫(2010)などがあり、それらをまとめると、以

下のようになる。

陳雅(2003)は「武析VAv'l"就”的i吾音形式及浩又指向」という論文で、現代中国語のfi'i'J詞の“就”

を以下の例が示すように、時Ill]の“就"、モダリティーの“就”と範囲の“就”の三つのパターンに

分類している。

(3)a.我就去北京。

私はすぐに北京に行く。

b.我就去北京。

（私に北京に行かせないのなら､）私は意地でも北京に行く。

c、我就去北京。

私は（他の都市に行かず)、北京だけに行く。

上記用例の(3a)における“枕”は日本語の「すぐに｣、「ただちに」に相当し、mj作が短時間で発

生することを表す。“就”の前に“恨快'’（まもなく）、‘‘弓上”（すぐ）という時mm詞、もしくは具

体的な時間を表す語をi"',tくこともできる。例えば、“就”の前に“三天”を慨くと、「三11もしたら行

く」という意味解釈になる。また、“就”は判断を強めるモダリティーを表すこともでき、例(3b)

の“就'’は「北京に行く意志が確固としていて簡単に変わらないこと」を表す。以上の二つの用法の

他、‘‘就”は「範囲を限定する」働きもある。例(c)が示すように、‘‘去"(行く）という動作が目的

語“北京”（北京）だけに適用され、目的語以外の場所には当てはまらないことを表す。

範囲副詞の“就”について、さらに、呂叔湘(2003)は次のように定義している：「“就”は範囲

を確定し、日本語の「単に、ただ、～だけ」にあたり、名詞、動詞の前にi冊かれる｣。しかし、以下

の例文では、範囲副詞の“就”は名詞の前だけではなく、名詞の後に慨くこともでき、“就”と名詞

の相対的位置によって、文の意味が異なってくる。以下の例文を参照されたい。

(4)a.就小李一ｲ、人II防了一瓶酒。

李さんだけ一本のお酒を飲んだ。

b、小李一ｲ､人就II岡了一MIL酒。

李さん一人だけで一本のお酒を飲んだ。

上記例文(4a)では、純Ij胴im"就”は「李さん」を限定し、特に取り上げるのに用いられている。

｢一本のお酒を飲んだ人は他の人ではなく、李さんである」という意I朱を表している。しかし、例文

(4b)が示すように、“就”は名詞フレーズ“小李一十人”の後に置かれることもできる。この場合、
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“就”は「一人だけで」という意味を表し、「人数が少ない」というニュアンスを含む。このように、

範囲副詞の“就”には二通りの意味があり、“就”の意味解釈によって使い方も異なってくる。“就”

は範囲を限定するという意味で使われる場合、数量詞の前に慨かれるが、一方、“就，’は数の少ない

ことを強調することができ、数品詞が動詞の前に置かれる場合、“就”は数量詞の後に置かなければ

ならない。動詞の後に数盆詞が来る場合、“就”は動詞の前、すなわち、数量詞の前に現れる。ただ

し、一つの文に二つの動詞が現れる時、数量詞は“就”を先行させることがある。本稿では、容認不

可能な文、意味解釈ができないものに「＊」をつけることにする。例えば：

(5)a.他喝了阿杯就不l喝了。

彼はビールを二杯飲んだだけでやめた。（二杯しか飲まなかった）

b.*他II魁了就例杯11叩酒不喝了◎

彼は二杯のビールを飲んだらやめた。（二杯しか飲まなかった）

上記用例(5a)では、“就”は二つの事柄が相接して発生することを表し、“就”の前には必ず動詞

句を用いる。この場合、“剛杯”は前の動詞の直後、“就”の前に価かれ、例(5b)が示すように、動

詞と“南杯”のUS]に“枕”が世かれることはない。動詞の後に数I.l-詞が来る場合、“就”は数量詞に

先行させることが多いが、上に見たように動詞句が二つ続く場合、“就”は数量詞の後に置くことも

ある。

前述したように、“就'’はその数堂が話者の期待、予想した吐に達しなかったので、少ない、足り

ないという意味を表す。この場合、少量を表す数量詞を伴うか、あるいは数量詞を補っても意味が変

わらない場合が多い。典型的には、数量詞が現れるが、例（6）のように、数量詞“一”が省かれると

見なせる場合も含む《，

(6)a.他倣逸捧題就州了40分沖。

彼は選択肢問題をやるだけで40分かかった。

b.去的人不少，我ｲIl班就去了七、八ｲ、。

行った人は多い。私たちのクラスだけで7～8人も行った。呂叔湘(2003),pp.212

上記の用例(6a)における“逸拝趣"(｢選択肢問題｣）は数吐詞ではないが、穴埋め問題、翻訳問

題などと|司様、問題の一種であり、“逸捧題”（｢選択肢問題｣）は“一利'同題”「一種の問題」に履き

換えられることから、“逃採題”は数鍛詞を伴わない名詞だが、ここでは、数埜的に解釈することが

できる。I司様に、例文(6b)における“我{｢1班'’は学校の中のクラスという集合の中の－つであり、

ここでは少最の意1床を表す。

“就”には時間を表す言葉の後に用い、事柄が既に発生、存在していたことを強調する働きもある。

以下の例を参照されたい。“就”は日本語の「…の時にもうjという意味を示し、“就”はその前の要

素しか取り立てられない。

(7)a.他就中学吋代去了美|劃，大学吋代没有去辻。

彼は中学時代だけにアメリカに行った。大学時代にはアメリカに行ったことはない。

b.他中学吋代就去了美国。

彼は中学時代にもうアメリカに行った。

上記用例(7a)における範囲副詞“就”は“只有"、“ｲ又仮”に世き換えられ、その後の要素しか取
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り立てられない。例(7a)は「大学時代ではなく、中学時代だけに行った」という意味を表している。

一方、例(7b)における“就”はその前の要素を取り立てることができ、例(7b)は「中学時代に早

くも行った」という意味合いで、中学時代は話し手にとってとても早い時間というニュアンスが含ま

れている。“就”は時間が早いということを強洲する場合、時間を表す言葉に先行してはいけない。

先行研究での単に“就”は範囲を限定するという見方は不十分と言える。本稿では、他の可能性を

排除し、範囲を限定し取り上げるのに用いられる“就'’を「範囲限定」の“就1”と呼ぶ。人や事柄

の範囲のみならず、動作行為、状態の範囲を限定することもできる。一方、数が少ない、数獄化され

た名詞の少埜、時間が早いことを強調する“就”を「少杜強澗」の“就2”とI呼ぶ。“就2”を用い

ることにより、その数量が話者の期待、予想した戯に達しなかった、もしくは話者の予想より難易度

が低いという「少量」のニュアンスを表している。数吐詞は勤作丘、時間量を表すものでよい。

本論文では、こうした研究を踏まえ、改めて現代中国語の副詞“就”について、従来の研究を概観

した上で、副詞の“就”を以下の例（8）のように、時|ﾊJSS'J詞、語気(i'l'l詞、「範囲限定」と「少埜強調」

のILHつのパターンに分類する。以下の例を参照されたい。

(8)a.天恨快就亮了。

夜はまもなく明ける。

b.我就不信我学不会。

私は自分が習得できないなんて絶対信じない。

c・我就要迭ｲ､。

私はこれだけが欲しい：ほかのはいらない。

d.我就有一本，休別掌走。

私は一冊しか持っていないから、持って行かないでくれ。呂叔湘(2003),pp.212

1-2．取り立てスコープ

前述したように、「少量強調」の“就”は数鹸詞と共起する場合、その数量が話者の期待、予想し

たill'に達しなかったので、少ない、足りないという意味を表している。ところが、香坂(1986)が指

摘するように、“就”は「比較して数が多い、回数が多い」という含みにかかわる場合がある。例え

ば以下の例(9b)における含みを例(9a)と比較されたい。

(9)a.Ml－ｲ、小姐有五十ｲ､人，我{｢1－ｲ、小姐就十ｲ、人。

君達のグループは五十人もいるのに、私達のグループはたった-|-人しかいなかった。

b.体｛｢1函ｲ､小姐一共オ．十ｲ、人，我｛n-ｲ､小釧就+十人。

君達は二つのグループを合わせてやっと十人だが、私達のグループは一つで十人だ。

香坂(1986),pp.428

上記用例(9a)と(9b)のような対照的な用法について、今までの多くの研究で、“就”が「少ない」

と「多い」という正反対の意'朱を同時に持っていると考えられてきた。しかし、取り立てのスコープ

(沼田1995)の概念を援用すれば、副詞“就”自体は「少ない」という意味しかもたないと分析する

ことが可能である。“就”を含む文に「多い」という含みが現れるとされてきたが、その“就”は文

中の他の要素（スコープ）を取り立てる機能をもつ取り立て詞であって、スコープ部分の数量や範匪
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を限定していると考えることができるのである。取り立て副詞“就”は数ftや動作などの範囲を限定

し、上記用例(9a)では、「少ない」と限定されているものはその後の「十人」である。一方、取り

立て副詞“就”はその前の“一ｲ、小釧'’「一つのグループ」を取り立てることもでき、例(9b)は

｢グループは一つだけで十人（も）いる」という意味解釈になる。

本稲は取り立て詞のスコープという視点から“就”に関する考察を試みたい。取り立て詞のスコー

プという概念について、沼田（1995）では、次のように定義している。

取り立て詞は、すべて取り立てのスコープを持っている。取り立てのスコープとは、取り

立て詞が文中で意味的に影響を及ぼし得る岐大の領域で、当該取り立て詞によって、他と範

列的な対立関係をなすと捉えられる、文中の範囲である。取り立てのスコープは、取り立て

詞の分布及び文脈等の情報による、統語論的側面と語用論的側面の両方から規定されるもの

である。

副詞の“就”の四つのパターンは取り立て詞の働きをしているのかを以下の例から考察する。

(10)作先進，我就来。

あなた先に行って下さい，私もすぐに行きます。香坂(1988),pp.147

(11)仲ｲ<i上我干，我就要干。

渦･がさせてくれようとしなくても私はやる。呂叔湘(2003),pp.212

(12)a.我就会悦法務，不会写。

私はフランス語をI喋れるだけで、許けない。

b.我就会悦法i吾，不会悦英i吾。

私 はフランス語だけを I 喋れる。英語は喋れない。｜両 l上

(13)a.他就要了三引を票，没多要。

彼は切符を3枚とっただけで、多くは求めなかった。

b.他就要了三推栗，没剰凡張了。

彼 だ けで切符を 3枚もとったので、もう何枚も残っていない。同上

上記用例(10)における“就”は「間をおかずに動作を行う」という意味を表し、動詞を修飾して

いるが、取り立てているのではない<,IftJ様に、例(11)の“就”は決然とした語気を表すため、取り

立て詞とは認めない。一方、例(12a)、(12b)が示すように、「範岬|限定」の“就”はその後の動詞

“税”のみならず、目的語の“法i悪”も取り立てることができる。また、例(13a)、(13b)では、

｢少吐強洲」の“枕”はその後の目的語“三j|<粟”はもちろん、その前の主語“他”も取り立てるこ

とができる。

以上をまとめると、副詞の“就”には主にmつの用法があり、すべての“就”が取り立て副詞の

‘‘就'’というわけではない。「範囲限定」の“就”と「少最強調」の“就”は取り立て副詞で、扇'|詞

“就”自体が独立的に焦点を働くわけではなく、意味的には繋がりがある成分（取り立てスコープ）

とともに焦点の働きをする。取り立て機能をもつ“就”は意味解釈と音声特徴と緊密な関係を有して

いるため、本稿は取り立て機能を有している“就”に注目し、「範朋限定」の“就”と「少量強調」
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の“就”をそれぞれ“就1”と“就2”と呼び、両者に焦点を合わせる。

本稿では、‘‘就'’との相対位俄から、“就”の取り立てスコープを「前方スコープ｣、「後方スコープ」

の二つのパターンに分類する。“就1"はその後の要素しか取り立てられない。それに対して、“就2"

はその前後の数1it詞両方とも取り立てられる。前文に挙げた例(9)をもう一度見てみる。本稿では、

取り立てスコープは［］に入れて示す。

(14)a.M'J函ｲ､小姐一共オ十ｲ､人，我fnr一ｲ､小姐］就十ｲ､人。「前方スコープ」

君達は二つのグループを合わせてやっと十人だが、僕達のグループは一つで十人だ。

b.Ml一ｲ､小姐有五十ｲ､人，我|｢1－ｲ､小姐就［十ｲ、人］。「後方スコープ」

君達のグループは五十人もいるのに、私達のグループはただ十人しかいなかった。

香坂(1986),pp.428

例(14a)では、“就2"はその前の数丑詞“一令小姐”を取り立てることができ、取り立てスコー

プ‘‘一ｲ、小姐”は“就2”の前にあるため、「前方スコープ」となる。一方、例(14b)が示すように、

“就2”はその後の要素も取り立てることもできる。“就2”の取り立てスコープ“十ｲ､人”は“就2”

の後にあるため、「後方スコープ」となる。コンテキストが不明な場合、“就2”の取り立てる要素は

｢前方スコープ」なのか、「後方スコープ」なのか、書き言葉では非常に判断し難いが、実際の会話の

中で、重音、ポーズなどといった音紙的要素が“就2”の意味確定に並要な役割を果てしている。詳

細については次節に誠る。

1-3．“就1”の取り立てスコープ

a.就l"は「後方スコープ」しか取れない

“就1"は取り立て詞“也”と異なり、“就1"の後の要素しか取り立てられない。“就1"の直後

にスコープがくる。“就1"とスコープの間にスコープでない単語が入らない。以下の例を参照され

たい。

(15)a.星期一就小李去赫泳。

李さんだけが月暇日に水泳に行く。

b.*就星期一小李去赫泳。

(16)a.小李就星期一去赫泳。

李さんは月暇日だけ水泳に行く。

b.*就小李星期一去瀧泳。

上記の例(15b)では、時mm"星期一”はスコープではないため、“就1"の直後に来ることは

できない』例(16b)においては、“星期一'’は“就1"の取り立てスコープで、主語“小李”がスコー

プに含まれていないため、“就，”の後に価かれない。主語、時間、場所を表す語などのような動詞

の前にくる要素は“就1"の取り立てスコープになる場合、“就1"の直後に慨かなければならない。

“就，”は必ず動詞の前に固定されているが、動詞の直前という位慨とは限らない。“就’”はその

直後の要素しか取り立てられない。

(17)a.明天我fll就去瀞泳，不去温泉。

明日私達は水泳に行くで、温泉に行かない。
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b.*明天就我fn去赫泳，不去温泉。

c.*我{｢1就明天去赫泳，不去温泉。

上記の例(17b)においては、主語“我fiTがスコープでなければ“就1"の前でなければならない。

同様に、比較的語順が自由である時間風'I詞“明天”も同様で、スコープに入らなければ、“就1"の

後に来ることができない。“就1"の直後にある要素が取り立てスコープになる。“就1"とスコープ

の間にスコープでない単語は入らない。ただし、動詞の後に位世する目的語が“就，”の取り立てス

コープになる場合、“就1”は動詞の後、目的語の直前に来ることはできないので、目的語または動

詞の後に位置する補語を取り立てる場合、“就1”は動詞の前に世かれる。以下の例を参照されたい：

(18)a.小李就去北京，不去上海。

李さんは北京だけに行き、上海には行かない。

b.我就|怠陥釣釣看得児，但石不消楚。

ぼんやり見えるだけで、はっきり見えない。

上記用例(18b)では、“就1"の直後に'mi怠釣灼看得児”がある。(18a)、(18b)における“就1"

の取り立てスコープはそれぞれ目的語の“北京”と補語の“|隠隠灼釣看得児”で、“就，”の直後に

来ることができない。それは“就1"は副詞で、必ず動詞の前に価かれるという制限を課せられてい

るからだと考えられる。

また、一つの文に二つの動詞が存在する場合、あるいは、“把"、“蛤''、“比”等のような動詞に類

似する役割を果たす介詞がある場合、“就’”は先行する助詞の直前に移動する。そのため取り立て

スコープは文脈により直後であったり、さらに後方であったりする。以下の例を参照されたい。

(19)a.我就去北京汗会，不去上海。

私は北京だけに行って、会議参加する。上海に行かない。

b.我就去北京汗会，不是去旅赫的。

私は会議参加するためだけに北京に行く。旅行に行くわけではない。

b."就l"の取り立てスコープの特徴

コンテキストが不明な場合は、善き言葉では、“就1”の取り立てる文の要素がどれなのかを確定

することができない。以下のような“就1”が含まれる文はいくつかの意味に解釈できる。

(20)a.我就［参加辻］送ｲ､比群。（不是迭ｲ、比群的裁判）

私はこの試合に参加しただけで、（この試合の審判員ではない｡）

b.我就参加辻［迭ｲM比審。（不是昨天的那ｲ､比審｡）

私はこの試合だけに参加したことがある。（昨日のあの試合ではなかった｡）

c・我就［参加泣迭ｲ､比審]。（其他比審的州u都不知道｡）

私はこの試合に参加しただけで、（他の試合の』"は全く分からない｡）

上記用例(20)の下線部で示したように、“就1"を用いた文がiIドき言葉であり、コンテキストが不

明な場合、書面上、いくつかの意味に解釈される。“就’”が文中のどの箇所を取り立てているかは、

統語的には明らかではないが、“就1"はその後の動詞、目的語、「動詞十目的語」のいずれかを取り

立てることができる。前述したように、副詞“就1”は「後方スコープ」しか容認できないため、主
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語が“就1"の取り立てスコープになる場合、‘‘就1"を主語の前に前慨させることが必要である。

以下の例を参照されたい。

(21)a.就［我］参加辻送ｲ、比審，我fn班的其他人都没有参加辻迭ｲ､比群。

私だけがこの試合に参加したことがある。我々のクラスの他の人達はみんなこの試合に

参加したことはない。

*b.就我［参加辻］迭/卜比春，不是当迭ｲ､比審的裁判。

私はこの試合に参加しただけで、この試合の審判員ではない。

*c.[就］我参加辻迭ｲ､比審，没有参加其他比群。

私はこの試合にだけ参加したことがある。他の試合に参加したことはない。

*d.就我参加辻［迭ｲ、比審].不是昨天的》11̂比審。

私はこの試合だけに参加したことがある。昨日のあの試合ではなかった。

*e、就我［参加辻迭ｲ､比審].其他比審的事怖都不知道。

私はこの試合に参加しただけで、他の試合の事は全く分からない。

上記川例(21a)から、“就”は範囲を限定する場合、取り立てスコープは“就1"に先行させては

いけないことが分かる。例(21)のa、b、c，d、eが示すように、主語が取り立てスコープではな

い場合、主語は“就1"の後に来ることはできない。しかし、取り立てスコープが主語、主語を含む

フレーズ、主語を含む文の場合は主語を“就1”の後に移動する必要がある。例えば：

f.就［我参加辻］迭ｲ､比審，我｛｢1班的其他人都没有明税辻迭ｲ､比審。

この試合は私が参加しただけで、クラスの他の人達は皆この試合のことを知らなかった。

g.就［我参加辻迭ｲ、比審],我fll班的其他人都対体育活劫不敢共趣。

私がこの試合に参加しただけで、クラスの他の人達は皆スポーツに興味を持たない。

以上用例(22f)、(22g)における“就1"の取り立てスコープは主語“我”を含む動詞フレーズ、

動詞文の場合、主語を“就1"に後置させる必要がある。

1-4．“就2”の取り立てスコープ

“就2”は「前方スコープ'」と「後方スコープ」の両方が可能である。「前方スコープ」の場合、

“就2”の取り立てスコープはその直前の要素とは限らない。

(22)a.我{｢1両ｲ､人川'三ｲ､小吋オ完成迭噸工作。

［他一介 人 ］ 用 三 ｲ ､ 小 吋 就 完 成了迭噸工作。「前方スコープ」

私達は二人で三時Ifijも掛けてこの仕事を完成させたが、彼は一人だけで三時間をかけて

この仕事を完成させた。

b・我用十介小肘オ完成迭頃工作。

他一 ｲ、人［用三 ｲ 、小吋］就完成了迭頃工作。「前方スコープ」

私は十時間も掛けてこの仕事を完成させたが、彼は一人だけで三時間だけでこの仕事を

完成させた。

上記用例(22a)では、“就2"の取り立てスコープは主語“他一十人'，で、‘‘就2"の直前の要素で

はない。例(22b)では、取り立てスコープ“用三ｲ、小肘”は“就2”の頂前の位置でもよいが、“就

2”を“用三ｲ、小吋”に先行させることもでき、文の意味に変わりがない。
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「少赴強調」の“就2”はその後の要素を取り立てる場合、目的語の後に続くものがない限り、

“就2”は動詞の前に置かれる。例えば：

(23)a.老越就学泣一、外沼。

趨さんは一つの外国語しか学んだことがない。

*b・老趨学辻一、外i吾就。

c，老通学泣一、外i吾就不学了。

趨さんは一つの外国語を学んだだけでやめた。

上記用例(23a)では、“就2"は動詞の後の目的語を取り立てているが、例(23c)が示すように、

'三|的語の後に続くものがない限り、“就2”が目的語の後に来ることはできない。

取り立てスコープが“就”の後に来る場合、「少量強調」の“就2'’と「範囲限定」の“就’”は

|両lじ語順になる。以下の例を参照されたい。

(24)A:老越学泣好凡、外i吾DB？

紺さんは複数の外国語を学んだでしょう。

B:老越就学辻一、外i吾。

趨さんは一つの外国語しか学んだことがない。（学んだ外国語が少ない｡）

(25)A:老趨学泣法i吾和英i吾11巴？

j噛さんはフランス語と英語の両方を学んだでしょう。

B:老趣就学辻一、外噌。

j笛さんは一つの外国語だけを学んだことがある。

上記用例（24）と例（25）はコンテキストが不Ulな場合、語順だけでは、“就”がどちらの意味なの

かを確定することはできないことを示している。実際の会話の中で、重音の置き方等の音韻的要素が

このような文の同音の意味解釈に重要な役割を果たしている。

2．取り立てスコープと「重音」との関係

取り立てスコープの位置により、“就”を含む文の意味解釈が異なってくる。“就”が文中のどの要

素を取り立てているのかはコンテキスト、語順、音韻等様々な要素が関与している。特に、“就”の

意味解釈は「重音」と緊密な関係をなしている。

2-1.重音の分類と先行研究

アクセント（中国語の“重音”）は学者の捉え方により、全く違うものを指す場合がある。端木三

(1999)が“普通活里的経声字都没有軍音，其他字都有重音"(｢標準語の軽声字にはアクセントが世

かれない。それ以外の字には全部アクセンl､がある｣）という場合の「アクセント」は語アクセント

(中国語の“同重音”）のことである。語アクセントは語によって決定され、フレーズが文中での位

世に関係ない。複数の音節（2音節或いは、それより多い音節数）を持つ語では、軽声以外の音節に

はすべて砿音がある。趣元任（1968）によれば、語アクセントは3つのレベルに分けるのが一番理想

的で、即ち、一般的には、最後の音節が一番強く、妓初の音節が二番目に強く、真ん中の音節が最も

軽い。一番強い音節の前に3をつけて、二番目に強い音節の前に2を入れる。最も軽く発音される音
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節の前に1をつけて示すと：

2注3;ft2|lll海3夫2束l西1南3北

語アクセントとは異なるプロミネンスこのことは中国語学界では“語句亜粁”（文アクセント）と

呼ばれている。『I|]|玉|i{f言学大辞典』によると、文アクセントに文法的なものとtff報柵造上のものが

あり、それぞれ文法アクセント"i吾法重音”と論理アクセント“遡繊重音”と呼び、さらに、感情を

強める文アクセントもあり、感怖アクセント“感情重音”と呼ぶ、としている。文法アクセントの位

置は統語構造によって1:1m的に決まるものであるのに対し、論理アクセントの位瞬はフォーカスの位

置に関係する。

文法アクセントは統語描造によって常に定められた位掻に出現するアクセントで、単語単位で定義

されるものである。それに対して、論理アクセントはいわゆるフォーカスが生む強洲アクセントで、

単語単位、場合によって、単語の一部に掛かるものである。軽声に論理アクセントは来ない。感情ア

クセントは文法アクセント、論理アクセントと違い、文全体に|坐lわることが多い。

楊立明（2002）は「中立発話の場合、文法アクセントの「優先順位」と「強さレベル」は文法構造

によって決まる。主語、I.'i]接日的語、直接目的語の順で、「優先順位」と「強さレベル」はあがって

いく。」と指摘している。文法アクセントは文法構造によってアクセントのレベルが異なるが、論理

アクセントは文法アクセントで予想されるよりも強くて、長い重音である。また、論理アクセントは

典型的には対比フォーカスの位例に現れる重音であるが、本稲で扱うアクセントは“就”の取り立て

スコープの位悩によって決定されるものであるため、論理アクセントに属すと考えられる。

従来の先行研究では、アクセントの位置が“就”を含む同音異義文の意味解釈に決定的な役割を果

たしていると指摘されてきた。副詞‘‘就”の意味と音韻的要素の関係、特にアクセントとの関係につ

いて詳細に述べている論文には徐以中・楊亦鳴(2010)、陳雅(2003)等が見られる。陳雅(2003)は

初めて“就”に関わる論理アクセントにはいくつかのレベルのものがあると指摘し、これまで“就”

の意味と発音に間する研究を大きく発展させた。すなわち、陳雅(2003)(2003)では、「“就”的漢

音井不仮仮筒単地分メノ砿i災或経i災，而是根据“就”在句子中的地位分力四ｲ､梯度等級。分別是主重音、

次重音、弱重汗和経脊｡」（“就'，の発音はアクセントと「軽読」（軽く読まれる）の二つに簡単に分

けてはいけない。“就”の文中での役割によって四つのレベルのものに分類すべきである。それぞれ

は主アクセント、冊I"!アクセント、弱アクセントと「経音」である｡）と指摘している。そして、陳雅

(2003)では以下の例が挙げられている:(下線部はアクセントの範囲を示す｡）

(27)a.我就W了去他那ﾉL・

私は意地でも彼の所に行く。

b.我就1州ft去他那ﾉL・

私はすぐに彼の所に行く。

c・我就次爪ft去他砿商那ﾉし。

私は（他の所に行かず)、彼の所だけに行く。

上記用例(27a)では、“就'’は断固とした「意地でも」という強い語気を表すため、判I折を強める

語気を表す“就”に付加するアクセントのレベルが一番強く、主アクセントと呼ばれる。一方、例

(27b)では、“就”は時Ml詞で、「すぐに」という意味を表し、語気副詞の“就”と範囲を限定する
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副詞の“就”に比べて、アクセントのレベルは弱く、弱アクセントと名づける。例(27c)では、副詞

“就”は“仮仮”、“只”と侭き換えられ、“他那ﾉI"という範囲を限定する。範囲を限定する意味を

表す“就”は単独で焦点を表すのではなく、文の他の要素とセットになって焦点を示すため、“就”

に次アクセント、“就”とセットで焦点を表す要素“他”（彼）にアクセントがかかる。“就”に掛か

るアクセントは焦点の“他”のアクセントよりレベルが弱く感じられるため、陳氏はこれを次アクセ

ントと呼んでいる。

例(27c)については、徐以中・楊亦鳴(2010)では、陳雅(2003)と全く違う意見を指摘した。

Praatというソフトを用いた音声実験を行い、音強、母音の長さ、音節の長さの三つの面から“就”

とスコープの“他”の発音を考察した結果、「“就"3ci在音掘、元音吋催、音捕吋任上都大子“他”」

（“就”の音強は“他”より強く、母音の長さ、音節の長さのどちらかも“就”は“他”より長い｡）

本稿は徐以中・楊亦ﾘル(2010)の意見に賛成する。“就”は範囲を限定するという意味を表す場合、

“就”と取り立てスコープの両方にアクセントがかかるが、“就”のアクセントのレベルはより強い。

しかし、前述したように、‘‘就'，には「範囲限定」の“航’”、「少量強調」の“就2”もある。“就”

の意味解釈によって、発音も異なる。これについては、陳雅(2003)と徐以中・腸亦鳴(2010)の研

究では言及していない。本稿はこの二つの“就”の発音の区別に注目し、意味解釈と発音の関係を明

らかにする。

2-2．“就”の意味解釈と重音の関係

“就”の意味はアクセントと緊裕な関係を有している。“就”には動詞、接続詞、副詞などの用法

があり、使い方は極めて複雑である。副詞の“就'’はさらに、語気副詞、II寺間fi.'J詞等「範囲限定」と

｢少最強調」の働きが存在している。本稿は今までの先行研究で言及していない「範囲限定」と「少

賦強調」の“就”に焦点をあてる。以下の例を参照されたい，

(28)A:休把束子上約束西都亜音吃了I喝？

テーブルの上の食べ物をすべて食べたの？

B:没有，我就主『K茜吃了一ｲ､面包刷亜冴。

いいえ、私は一個のパンだけを食べた。それ以外は食べなかった。

(29)A:休吃砲了119？

お)1夏いっぱいになった？

B:我就仙ﾘiR音吃了一ｲ､主砿音面包，悠土､会泡。

私はパンを一つしか食べなかった。お|腹いつぱいになるはずがない。

上記用例（28）と（29）における“就”はどちらもその後の要素を取り立てているが、それぞれの

“就”の意味は異なり、亜音のレベルも一様ではない。例（28）は「他の食べ物ではなく、一個のパ

ンだけを食べた」という客観的な事実を述べるのに対し、例（29）は「食べた),tは少なかった」とい

うニュアンスが含まれる例である。例（28）では、砿音は“就”と“面包”（パン）両方に澄かれてい

るが、“就”に置かれる蒐音がより強い。“就”の亜音は“面包”の重音より弱ければ、文は不自然に

聞こえる。一方、例（29）では、重音は“就”と数吐詞“一ｲ、”両方に置かれるが、数堂詞“一ｲ､”

に置かれる重音は“就”の重音より強い。このように、範囲副詞の“就”には二通りの意味があり、

意味解釈によって“就”の使い方も異なり、重音の世き方も一様ではない。



取り立て副制“就”の音調と意味 197

副詞“就”（語気副詞の“就'’を除く）が焦点の働きを実現する手段は以下の二つに分けられる。

1、m詞“就”自体が焦点として働く。この場合、冊ill詞“就”に「重音」が付加される。他の取り立

てられる要素がない。2，筋,1)詞“就”自体が噸独で焦点として働くわけではなく、意味的繋がりがあ

る成分とともに焦点の働きをする。Chih-hsiangShu(2011)は“就”の取り立て用法をFocus-

sensitivityと呼び、副詞は必ず焦点成分と共起すると指摘している。この分析にしたがって、2の

ような“就”を取り立て副詞と呼んで、“就”の意味解釈と音調との関係を分析している。

副詞“就”と意味的繋がりがある成分（取り立てスコープ）とに、ともに「亜音」が付加され、二

つの重音は必､ずセットとなって現れる。“就”の表す意味によって、重音のレベルにも違いが見られ

る°“就”が「範囲限定」の意1床を表す場合は、取り立てスコープより強く読まれなければならない。

本稿はこのような“就”に付加されるより強い聴音を「主重音」と呼び、スコープに置かれるやや弱

く読まれる重音を「副亜音」と呼ぶ。副重音は箪汗より弱く発音されるほか、持続時間も短い。副重

音と主亜斉は絶対的ではなく、相対的な概念である。両者はペアになっている時、このうちのどちら

が強いかは“就”の表す意味によって変わるかと主張する。「主重音｣、「副亜音」は必ずペアになっ

て現れるが、単独で現れる亜音もある。このような重音を「単重音」と呼ぶ。つまり、例（28）の

“一ｲ､iffi包”と例(29)の“就”に両方とも亜音が付加されるが、この二つの重音のレベルは必ずし

も|司じではないし、例（28）の“就”と例（29）の“一ｲ､而包”も同様である。

a."就l"の意味解釈と重音の関係

“就”は「範囲限定」の意味を表す場合、取り立てスコープは動詞の前か後かによって、遮音の侭

き方が異なってくる。取り立てスコープが動詞の前に位慨する要素の場合、取り立てスコープは“就

’”の直後に現れ、そこにMi)虹音が付加されてもよいし、付加されず「弱化｣3する場合もある。以

下の例を参照されたい。

(30)A:唯没来？

誰が来ていないの？

B:就主菰音中国留学生flIffl脈音没来。

中国人留学生達だけ来ていない。

(31)就単重音中国留学生fll没来，其他人都到芥了，我fn汗始II巴。

中国人留学生達だけ来ていない。他の人はみんな来たから始めましょう。

上記用例(30)では、“就”に必ず重音が付加される。取り立てスコープに副重音が付加されるかど

うかは実際の会話の中での重要度で判|断される。誰が来ていないのかという質問に対しては、「中国

人留学生達」は重要な情報であるため、“中国留学生fiTにffl¥重音が付加される。一方、例(31)では、

話し手は“中国留学生fll"という’情報が重要ではないと判断する場合、“中国留学生｛fl"に副軍音が

付加されず、「弱化」すると考えられる。

“就1"は述語を取り立てる場合、“就1"に必ず主亜音が付加されるが、取り立てスコープに副

重音が付加されなくても良い。例えば：

(32)a我fn就主雨音会悦Mﾘ爪音汲i吾，不会写汲字。

私達は中国語を話せるだけで、漢字は井けない。
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上記用例(32a)では、「中国語の会話ができるだけで」という意味を強調する場合、"i#"に副重

音が付加される。

しかし、取り立てスコープが動詞の後の要素の場合、“就’”に必ず主砿青が付加され、取り立て

スコープに風i'J亜音が付加される。主砿音と副重音は必ずセットとなって現れる。以下の例文を参照さ

れたい：

（33）我｛fl就主m汗会悦汲淵Mﾘ爪汗，不会悦英i吾。

紺さんはフランス粥を学んだことがあるだけだ。

上記用例（33）では、目的語の“沢i丹”に副亜音が置かれる。“就1”はその後の動詞と目的語両方

を取り立てることが可能である。実際の会話の中では、副重音が慨かれる場所によって、取り立てス

コープを確定することができる。

b."就2"の意味解釈と重音の関係

「少戯強調」の“就2”は後方スコープの場合、“就2”とその後の取り立てスコープの両方に重

音が付加されるが、前方スコープの場合、取り立てスコープに亜音が慨かれ、“就2”に重音が置か

れない。以下の例を参照されたい。

( 3 4 ) a 他 - I 一五歩 W f f i f f 就参加革命了。「前方スコープ」

彼は十五歳でもう革命に加わった。香坂 ( 1 9 9 7 ) , p p . 4 2 8

b我就 W J i R t f有一本主 t n n ,仲》 I J余走了。「後方スコープ」

私はmilしか持っていないから，持って行かないでくれ。呂叔湘(2003),pp.212

上記用例(34a)では、「少壮強洲」の“就2"は「範囲限定」の"Mfcl"と異なり、その前の要素

“十五〃’も取り立てることができる。取り立てスコープに重斉が必ず付加される。“就2”だけに

亜斉が付加されるため、「単亜音」である。“就2”は軽く読まれる。つまり、弱化する。(34b)では、

‘‘就2”はその後の要素を取り立てる場合、数が少ないことを強調するため、取り立てスコープに重

音が侭かれる。“就2”に敢音がircかれていないという見解もあるが、繁名.の観察では、“就2"には

重音が付加されている。“枕2”の砿普はスコープの重音より強く読まれる場合は不自然であるため

本稿の用語法ではそれぞれ副砿音、)与飯汗ということになる。

コンテキストが不明な場合、語順だけでは、「少量強調」の“就2”はどの要素を取り立てている

のかを確定することはできない。実際の会話の中で、重音の世き方がこのような文の同音の意味解釈

に重要な役割を果たしている。以下の例を参照されたい。

(35)a.人家一ｲ､人就剛-R商挑一百二十斤主爪音。 「後方スコープ」

あの人は一人で百二十斤しか担いで運ばなかった。

b.Hfl価オ桃一百斤，人家一ｲ、人IMB商就挑一百二十斤。「前方スコープ」

我々二人でやっと百斤をかついで運べるだけなのに、あの人は一人で百二十斤もかつい

で 運ぶ。呂叔湘 ( 2 0 0 3 ) , p p . 2 1 2

“就2”は「少1.1強調」の意味を表す場合、重音が数最詞に付加されやすい。以下の例を参照され

たい。

(36)a.就KiR苫他fHttJiR商凡ｲ､人会唱迭ｲ､歌。
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彼ら数人だけがこの歌が歌える：他の人達ではない，

b.就刷重音他｛n凡介人主戒音会唱迭ｲ、歌。

彼ら数人だけがこの歌が歌える：人数が少ない。

(37)a.他n就主亜音速一ｲ､ﾉL子捌爪音。

199

香坂(1997),pp､428

あの夫婦にはこの息子が一人だけです：他の子供がない

b.他｛n就副軍音速一ｲ、了12砿青ﾉL子。

あの夫婦にはこの息子が一人だけです：子供の数が少ない。香坂(1997),pp.428

上記用例(36a)は、「他の人達ではなく、彼らはこの歌が歌える」という意味を表しており、副重

音は“凡ｲ、人'’ではなく、“他fiTに付加される。一方、例(36b)のように、“就2"が「少量強調」

の意味を表す場合、数量詞“凡ｲ､人”に主重音が置かれる。例（37）が示すように、目的語が取り立

てスコープになる場合も同様である。

3．「重音｣、「弱化」と「韻律フレーズ」

前述したように、重音は“就”の意味解釈と緊密な関係を有している。しかし、亜音が付加されて

いない部分に特徴的な音声がある。本稿ではどの部分が弱いか、ということも“就”を含む文の意味

に重要な役割を果たしていると主張する。その際、「取り立てスコープ｣、「弱化」及び「韻律フレー

ズ」という概念を導入し、意味解釈の仕組みを分析する。

3-1．「弱化」とは

重音を含む重音句の後ろの部分は正常の発音より短くかつ弱く発音される。重苦と副重音は弱化に

対する影響は同じであるため、重音句は重音と副重音を区別しないことにする。以下の例を参照され

たい･亜音、弱化がそれぞれ影郷する単位に下線、波線を引く。

(38)a.Ml両ｲ、小姐一共オ-1-̂人，

我11-ｲ､小姐単爪音就十ｲ、人弱化句。 「前方スコープ」
－

君達は二つのグループを合わせてやっと十人だが、僕達のグループは一つで十人だ。

b.作fn-ｲ､小姐有五十ｲ、人，

我in一ｲ､小姐就Ⅲ爪音-I-ｲ､人主重音。 「後方スコープ」

君達のグループは五十人もいるのに、私達のグループはただ十人しかいなかった。

上記用例(38a)において、通音がなければ、“就-I一ｲ、人”において、軽声字以外の字に語アクセン

トがあり、目的語の“-'一ｲ、人”に「語法重音」が置かれる。スコープに重音が付加されることにより、

語アクセントと「語法重音」がなくなるため、通常の発音より短くかつ弱く発音される。本稿はこれ

を「弱化」と呼ぶ。（弱化が付加される意味的な単位を「弱化句」と呼ぶ｡）例(38a)においては、

“就”の後にポーズがなければ、亜音より右側に位置する文の最後まで続く要素に弱化が置かれる。

一方、弱化は重音より左側の要素に影響しない。例(38b)が示すように、重音が付加される‘‘就”

の前の“一ｲ、小姐”は通常通りの発音で、弱化しない。このように、弱化は重音の位世に緊密的に関

わり、“就”を含む文の意1床解釈に通要な役割を果てしている。
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3-2．「韻律フレーズ」とは

弱化は、血音を含む亜音句の後ろの部分に、単語を単位として加えられる。重音句とこれに続く弱

化句が構成する単位は内部にはポーズを慨くことはできず、ある称の句をなしていると考えられる。

これを「離律フレーズ」と呼ぶ。韻律フレーズの境界にはポーズを置くことができることが普通であ

るが、弱化句が後続しない重音句が連統する場合のように、境界にポーズが吐かれない場合もある。

本稿は｛｝という符号を用い、連続した韻律フレーズの境界区域を示し、｜|はポーズを入れるべき場

所を示す。

a．「前方スコープ」

「前方スコープ」の場合、スコープに亜音が樋かれ、その後に続く“就”は必ず弱化する。韻律フ

レーズは敢音句から始まり、弱化句で終わる一つのまとまりである。もし、“就”の後の要素も弱化

すれば、“就”の後にポーズが入ってはいけない。以下の例を参照されたい：

(39)a.{老I10唾音就i井了両ｲ、小|け弱化句},別人都没吋同淡了。
三

周さんだけで二時間話したので、他の人は話す時間がなくなってしまった。

b.{老周単iR音就弱化H*了両ｲ､小吋，別人都没吋i目l淡了。
一

周さんだけで二時間話したので、他の人は話す時間がなくなってしまった。

c.{老周mR青就弱化}i井了II繭ｲ､小吋W'Rff,別人都没吋同淡了。
一

周さんだけで二時間も話したので、他の人は話す時間がなくなってしまった。

*d.老周り唾音II就淋了禰ｲ、小吋，別人都没吋同i炎了。呂叔湘(2003),pp.212

上記用例(39a)が示すように、“就”とその後の要素“排了爾ｲ、小吋”がともに弱化する際、“就”

の後にポーズが入ってはいけない。しかし、例(39b)が示すように、“就”の後に韻律フレーズの境

界が置かれれば、この位置でポーズを脱ぐことができる。ポーズの後は弱化せず、語アクセントをも

つ語が現れる。さらに、“就”の右側の数i.l:詞が強調される場合は、数最詞に弱化ではなく、重音が

付加される。例えば、例(39c)では、「二時間も」という数量の多さを強調しており、“両ｲ、小吋”に

重音を付加することができる。この場合、“阿十小吋”の前にポーズを入れる。重音が二つあるが、

ポーズがいれられており、ポーズの前後では主砿音とf.VJ重音のような相対差が意味をもたないためと

もに単亜音とみなす。

また、例(39d)から分かるように、“就”の後のポーズは容認できるが、“就”の前にポーズを入

れることが許さない。

「前方スコープ」の場合、“就”は必ず弱化するが、“就”の右側まで弱化するかどうかは、スコー

プより右側の要素が新‘情報であるかどうかが関係する。以下の例を参照されたい：

(40)a.Mil八ｲ、人喝了五瓶Ⅱ卵酒，我f){三ｲ、人単菰音就弱化句}II喝了八瓶11卵酒。
一

君達は八人で五本のビールを飲んだ。私達は三人だけでビールを八本も飲んだ。

b.称ｲn八ｲ､人喝了八瓶岬酒，我ｲn{三ｲ､人li唾音塗り弧△通り灘l11化句脱
君達は八人で八本のビールを飲んだ｡私達は三人だけでビールを八本飲んだ。

上記用例(40b)では、“就”の後の要素"I恥了八瓶Ⅱ卵酒”が新‘情報の場合、‘‘就”の後の新情報に

弱化が付川1されないことが多い。“就”と新情報のIKJにポーズを置いてもよい。一方、例(40b)では、
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“就”の後の要素“喝了八瓶II卑酒”が旧情報の場合、または重要度が低いと話し手が判断する場合、

弱化が“就”から“八瓶11卑酒”まで続く《，

遮音句の中のどの部分に重音が置かれるかにより、スコープが変わり、それに伴って文の意味も変

わる。例えば：

(41)a.{一句活単亜音就砿了弱化句}。
一

（沢山話さなくても､）一言だけで十分だ。

b.f一句活単重音就砿了弱化句｝
－ 一

（何もしなくていい､）一言だけで-|分だ。

重音句の中にあるすべての音節が強く読まれるわけではない。例(41a)では、重音が数詞“一”

に付加され、「沢山話さなくても」という意味に解釈される。一方、重音を“活”に置くこともでき、

この場合、例(41b)のように「他に何もせず、話だけでいい」という意味合いになる。

“就”の後にポーズを置くことができるが、実際の発話においては、上記用例(41)で分かるよう

に、“就”の後の要素“砿了”は短いため、“就”の後にポーズをいれず、文の最後まで弱化する。

b.「後方スコープ」

「後方スコープ」の場合、二つの重音句十弱化句の般律フレーズがある。“就”に重音が世かれ、

その後に動詞があれば、動詞が弱化し、“就”と一つの細律フレーズになる。スコープにも重音が世

かれ、その後続部分が弱化し、一つの韻律フレーズになる。例えば：

(42)a.我一ｲ、人{就副重音喝了弱化句}{一瓶主iR音酒11化句}。
－ － 一

私一人で一本のお酒しか飲まなかった。

*b.{我一ｲ､人就副重青}ll喝了一瓶酒主飛汗。

上記用例(42a)では、動詞“喝了'，と目的語“一瓶酒”の問にポーズをいれても良いため、“就”

とスコープが－－つの韻律フレーズには入っていない。例(42b)で分かるように、“就”は意味的にそ

の後のスコープに繋がるため、“就”とその前の要素“我一ｲ、人”と一つの韻律フレーズにならず、

“就”の後にはポーズが入らない。また、例(42a)では、“一瓶酒”が省略できないため、「後方ス

コープ」の場合、二つの韻律フレーズが存在すると言える。

スコープ自体は省略できないが、“就”の後のスコープの中にない動詞が省略される場合がある。

弱化句が後続しない電音句が連続することがある。例えば：

（43）老阿口{就主砿音}{一ｲ､ﾉL子刷砿音}。

老夫 婦 に は息子 1人いるだけだ。呂叔湘 ( 2 0 0 3 ) , p p . 2 1 2

上記月1例（43）では、“就”の後に動詞が省略されているため、弱化句が後続しない二つの亜音句が

連続して現れる。この場合、韻律フレーズの境界にポーズが世かれない。

一つの文に二つの動詞フレーズが現れる「連動文」では、“就”とスコープの位置の関係が連動文

以外と異なっている。以下の例を参照されたい：

（44）小李去繭ｲ、学校倣了二十｛分旧1巻洲査。

李さんは二つの学校に行って、二十件のアンケート調査をした。

a小王{謎副重音室弱化}{一ｲ､主爪音学校弱化句}{倣了互世主通音且毒j腰弱化句}。
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王さんはたった一つの学校でたった五件のアンケート調査をした。

b.小王{就副亜音輩弱化}{二企主班音裳建弱化句}ll{倣了三亘世単重音l副登j瞳弱化句}・
王さんは一つの学校だけに行って、三百件ものアンケート調査をした。

上記用例（44）を「前提文」とする。(44a)、(44b)は、異なる意味解釈と異なる「後方スコープ」

をもつ。“就”はその後の二つの数量詞を同時に取り立てることもできるし、その直後の数量詞だけ

を取り立てることもできる。“就”の直後の数量詞だけがスコープの場合、二つ目の動詞の前にポー

ズを入れる必要がある。例えば(44b)の重音が付加された“三百扮”が“就”のスコープと解釈さ

れるのは、直前の韻律フレーズとの間にポーズが認められるからである。

*c.小王{就副重音室弱化}{三十介学校}{倣了二世主砿音l購塑雲弱化句}o
王さんは三十の学校に行って、たった一件のアンケート調査をした。

d小王去三十命学校{遮副重音雌工弱化句}{二世主重音Iﾖ輩j瞳弱化句}･
王さんは三十の学校に行って、一件のアンケート調査しやらなかった。

二つの韻律フレーズが間にポーズなしで並ぶことがある。しかし例(44c)では、二つの韻律フレー

ズが並ぶが、その間にポーズを置くことができない。つまり、‘‘就”は離れた数量詞を取り立てるこ

とができない。二つ目の数量詞である“一扮”を取り立てる場合、例(44d)のように、“就”を後の

動詞の直前に持ってくる必要がある◎例(44d)では、“就”の前にも数量詞があるが、“就”はその

後の数量詞“一扮”しか取り立てられない。“就”の前の数量詞が“耐ｲ､”より少ない数字であれば、

｢前方スコープ」も可能である。例えば：

e・小王去了{一ｲ､学校i¥唾音就弱化}倣了三十粉同巻澗査。
一

王さんは一つの学校だけに行って、三十件のアンケート調査をした。

“就”の前後ともに数量詞が存在している場合。取り立てスコープに重音が付加されるが、重音の

位置は必ず取り立てスコープとは限らない。取り立てスコープ以外の要素に、重音を付加することも

できる。

(45)a.Ml八命人喝了八瓶l叩酒｛我ｲn三企▲単砿音敦弱化}喝了八瓶岬酒。
君達八人で八本のビールを飲んだ。私達三人だけでビールを八本飲んだ。

b.M'¥八ｲ、人喝了五瓶[I卑酒.{我｛n三ｲ、人>l唾音就弱化}喝了八瓶蝋砿音Ⅱ卑酒。
－一

君達八人で八本のビールを飲んだ。私達三人だけでビールを八本も飲んだ。

例(45a)はビールを飲む人の人数が予想より少ないことを強調している。話者は八本のビールと

いう量は三人以上例えば、八人が通常だと思っているが、実際のビールを飲む人は三人で、予想より

少ない。

一方、(45b)はビールを飲む人の人数が少ないことに加え、ビールを飲んだ量も多いということが

表現されている。「前方スコープ」の場合、“就”には重音が付加されず、“就”の前の取り立てスコー

プに重音が付加される。取り立てスコープ以外の要素に重音を付加することもできる。また、“就”

はその前の取り立てスコープとともに一つのフレーズをなす。

(46)a.#<n三ｲ､人I喝了十杯Ⅱ卑酒，

我佃三ｲ､人{謎Hﾘ重音哩ｴ弱化}{証主寵斉甥§弱化}。
君達三人で十杯のビールを飲んだが、私達三人でビールを三杯しか飲まなかった。
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b.休一ｲ､人喝了十杯岬酒，

我|｢1三ｲ､人111爪音II{就m爪音I喝了剥化}{三杯主爪汗岬酒弱化}。
－ ーーーーーー一

君一人で十杯のビールを飲んだが、私達三人でビールを三杯しか飲まなかった。

上記用例(46a)、(46b)が示すように、「後方スコープ」の場合、“就”と取り立てスコープ両方と

もに通音が付加される。例(46b)で分かるように、取り立てスコープ以外の要素に亜音を付加する

こともできる。また、“就”はその後の取り立てスコープとともに一つのフレーズをなす。

(47)a.Ml八ｲ､人II局了八杯岬酒.{我Ii1三ｲ、人'I'-爪音就嶋了11化句}II八瓶I)i.砿商Ⅱ卑酒。
ーーーーーーーーー一

体fn八ｲ､人喝了八杯Ⅱ卑酒.{我{｢1三ｲ､人'It爪箭就ﾘﾘ化}喝了II八瓶ﾘ唖音I'卑酒。
－ 一

私達八人で八杯のビールしか飲まなかったが、君達三人だけでビールを八本も飲んだ。

b.Mfl八ｲ､人喝了八杯茶,{我{｢1三ｲ､人単IR音就弱化}喝了八杯11卑酒mm音。
－ 一

私達八人で八杯のお茶しか飲まなかったが、君達三人だけで八本のビールを飲んだ。

4．終わりに

本稿では範囲副詞の“就'’は「範囲限定｣、「少且強調」の二つのパターンに分けられると提案し、

“就”の意味解釈と遮音の関係を分析した。「範囲限定」の‘‘就”は「後方スコープ」しか容認でき

ないのに対して、「少At強洲」の“就”は「前方スコープ」と「後方スコープ」の両方が可能である。

“就”の表す意味によって、並音の価類と世き方が異なってくることが分かった。“就”のこの二

つの意味を区別するには、軍音のレベルを見直す必要がある。「少ill-強洲」の“就”は「前方スコー

プ」の場合、“就'，に先行するスコープに砿音が付加され、“就”の後にポーズがなければ、‘‘就”か

ら文の最後までは弱化する。「後方スコープ」の場合、“就”とスコープの両方ともに重音が砥かれ、

二つの亜音が必ずセットとして現れる。この二つの重音には相対的な差があり、これらを主亜音、副

重音として本稿では区別した。副亜音は主亜音より、やや弱く発音される。この用語を使えば「後方

スコープ」の場合、“就”に副重音、スコープに主亜音が侭かれると記述することが可能になる。

“就”が「範囲限定」の意味を表す場合、“就”とスコープの両方に亜音が付加される。“就”に主

重音、スコープに副重音が匠かれている。

また、本稿は“就”を含む両義的な文（岐義文）では、重音だけではなく、弱化もその意味解釈に

重要な役割を果たしていることを示した。“就”に弱化が付加されれば、前方スコープである。また

弱化句は必ず重音句の後に現れ、両者が一つの紙律フレーズをなす。以_|:のパターンは“就”を含む

文の意味解釈に重要である。

前方スコープの場合、“就”の右側まで弱化するかどうかは、スコープより右側の要素が新情報で

あるかどうか、m語の長さ、数品詞が強調されるかどうかなどが|H1係する．一方、後方スコープの場

合、“就”とスコープの両方に「亜音」が世かれ、二つの撒律フレーズが並ぶと考える。

本稿の第三章は2012年日本中国語学会全国大会で口頭発表したものに加筆したものである。本稿

の中国語引用文の日本語訳は筆者による。
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本稿は『現代波i吾八百同』の日本語版『中国語文法用例辞典』（2003）を参照している。

本穂は「羅輯重音」という概念を援用したい。この概念は楊立明（2003）から取り入れたものであ

る。中国語学界では、アクセントの「亜汗」と区別し、文ストレスのことを「句重音」と呼んでい

る。さらに、「句重音」には「語法顛音」と「羅紺重音」に区別される。「語法重音jの位置は統語

構造によって自動的に決まるものであるのに対し、「羅輯重音」の位置はフォーカスの位世に関係す

る。

「弱化」とは智通の発音より軽くかつ短く発貯されること。詳細については本稲P.15で参照された

い。

“就”の後にポーズがなければ、文の般後までは弱化する。
●
●
一
一
一
四
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ProsodyandMeaninginChineseFocusAdverb"JIU"

LiZhili

Abstract:

ThispaperreviewsthemeaningsofChineseadverbJIUintermsofitsprosodicproperties.

JIUasafocusingadverbspecifiesitsscopeoffocusasastressedphrase,whichis

characterizedbyaweakeningafterthelogicallystressedwords.JIUitselfmayormaynot

bestressed.Whenitisstressed,itisimmediatelyfollowedbythesti℃ssedfocusphrase

withoutaninterveningpause.Whichofthepairofthestressedphraseshastheprimary

stressdistinguishtwoshadesofthefocusmeaning,whicharetermedas"eliminativefocus
ll

and"emphasisofpaucity".WhenJIUfollowsthefocus,itisalwaysweakenedwithinthe

stressedphraseanditsfocusisonthepaucity.
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